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足尾銅山観光内・坑道模型コントロール・マシンより

A 製錬所 
B 鉄索
C ダイナマイト爆破
D 鉱脈
E 削岩機・トロッコ／スクレッパ運転
F 下抗口削岩機トロッコ運転
G 上抗口削岩機トロッコ運転
H エレベーター機械室
I リフト機械室

F

E

H

G

I
坑内のしくみ
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お
わ
り
に

　

最
後
ま
で
読
ん
で
く
だ
さ
り
、ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

冊
子
の
中
に
は
、既
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、ち
ょ
っ
と
聞
い
た
こ
と
の
な
い
場
面
、信
じ
ら
れ
な
い
内
容
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
し
、足
尾
に
少
し
で
も
興
味
を
持
た
れ
た
な
ら
、是
非
と
も
実
際
に
足
尾
に
足
を
運
ん
で
現
地
の
姿
に
触
れ
て
頂
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

聞
き
取
り
を
続
け
て
気
づ
く
の
は
、﹁
足
尾
の
人
は
本
当
に
足
尾
が
好
き
だ
﹂と
い
う
こ
と
で
す
。
聞
き
取
り
で
は
、﹁
自
分
が
話
す
こ
と
な
ん

て
何
も
無
い
﹂﹁
ち
ゃ
ん
と
し
た
資
料
み
た
い
な
話
じ
ゃ
な
い
﹂と
言
い
な
が
ら
も
ど
ん
ど
ん
話
が
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、日
常
の
中
で
も
足
尾
の

場
所
や
歴
史
の
話
題
に
な
る
と
、周
り
の
人
が
自
分
の
経
験
談
や
知
っ
て
い
る
こ
と
を
話
し
か
け
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
話
が
濃
く

て
果
て
が
な
い
の
で
、立
ち
話
を
辞
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
な
く
、あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
す
。
自
分
の
暮
ら
す
場
所
に
つ
い
て
、こ
ん
な

に
話
せ
る
も
の
か
な
⋮
、と
い
つ
も
驚
き
つ
つ
不
思
議
に
感
じ
ま
す
。
郷
土
愛
だ
け
で
は
な
い
何
か
、自
分
の
住
ん
で
い
る
場
所
を
も
っ
と
知
り
た

い
気
持
ち
や
、豊
か
な
思
い
出
を
伝
え
た
い
と
い
う
想
い
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
話
し
手
の
方
の
人
間
味
も
ひ
っ
く
る
め
て
、聞
き

取
り
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。



61

200m

1,000m

赤倉

本山

南橋

上間藤

上の平

下間藤

田元

野路又

神子内

渡良瀬

内の籠

掛水

向原

赤沢

通洞

松原

砂畑

中才

遠下

切幹

原

松木渓谷

原向

小滝

深沢

神子内川

渡良瀬川

内篭川

松木川

銀山平

通洞

足尾

原向

間藤

廃線区間
（国鉄足尾線）

わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵

道
国道１２２

号

←↑ 舟石峠

国指定史跡「本山製錬所跡」

国指定史跡「本山坑」

▲ 備前楯山中国人
殉難烈士
慰霊塔

国登録有形文化財
「古河掛水倶楽部」

国民宿舎 かじか荘 ♨ 
亀村別館 ♨ 

足尾銅山観光／国指定史跡「通洞坑」

通洞坑避難所

▲庚申山

小滝坑跡
（市指定史跡）

舟石峠

足尾環境学習センター

松木ゲート

朝鮮人供養塔
専念寺小滝
説教所跡

足尾ほぼ全域MAP『日光市足尾地域 移住促進リーフレット 足尾に、住んでいる。』（2013年、日光市）を転用

地図
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年表（足尾の聞き取りや日常生活で、必要なキーワードや出来事。）

［典拠］
『足尾町閉町記念 足尾博物誌』（平成18年2月足尾町）、『足尾銅山近代化産業遺産MAP』（平成26年3月、第6刷改訂

版 日光市教育委員会事務局文化財課世界遺産登録推進室）より引用。人口データは、『足尾町閉町記念 足尾博物誌』、永
井護「足尾銅山の生産システムの変遷と空間的都市構造」（平成20年7月1日、日光市教育委員会足尾銅山跡調査報告書）

他、広報あしお、広報にっこうを参考にしている。

和暦 西暦 できごと 人口

天文19 1550 銅山が発見される：古河鉱業（株）（現在、古河機械金属（株））閉山時発表
明治10 1877 古河市兵衛が銅山を買収、経営を開始
明治14 1881 鷹之巣坑で直利を発見
明治16 1883 本口坑で大直利を発見
明治24 1891 田中正造が帝国議会で鉱毒問題を質問 11, 664
明治29 1896 第1回（鉱毒）予防工事命令発令（明治36年まで5回） 11, 448
明治34 1901 田中正造が鉱毒問題で明治天皇に直訴 22, 708
明治35 1902 足尾銅山との示談により旧松木村廃村 22, 708
明治40 1907 坑夫による大暴動事件が起こる 34, 824
明治41 1908  本山に生活協同組合「三養会」を開設 28, 618
  （明治39年に三養会設立準備会発足、本山三養会一部開店）

大正元年 1912 足尾鉄道 桐生駅～足尾駅開通 29, 774
大正10 1921 県内初のメーデーを足尾で開催 27, 387
昭和15 1940 この頃から朝鮮人労働者が銅山の労働に従事 23, 187
昭和19 1944 中国人が強制連行され坑内労働に従事
昭和20 1945 足尾銅山労働組合同盟会結成 20, 997
昭和29 1954 小滝坑廃止、フィンランドのオートクンプ社から自溶製錬技術を導入
昭和31 1956  「自溶製錬法」、「電気集塵法」、「接触脱硫法」を応用した脱硫技術を
  世界で初めて実用化し、従来に比べ亜硫酸ガスの大幅な排出削減に成功
昭和48 1973 足尾銅山閉山（2月28日） 8, 699
昭和53 1978 日足トンネル開通（延長2, 765m）

昭和55 1980 足尾銅山観光オープン。坑内観光が始まる
昭和63 1988 製錬所が事実上の操業停止 4, 935
平成18 2006 今市市、旧日光市、藤原町、足尾町、栗山村が新設合併し、 3,196 
  新たに日光市が誕生  
 
平成27 2015　（現在） 2, 287
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用語集

古河　
足尾銅山の事業主である古河鉱業株式会社

（現在の古河機械金属株式会社）のことを指す。足
尾の人が話の中で使う古河には、大きく足尾
銅山の事業主である古河の会社全体を指して

いるといえる。会社のマークは「山一筋」の意味
のヤマイチ。

古河市兵衛
古河財閥の創設者。天保3（1832）年 ─明治36
（1903）年。明治10（1877）年に足尾銅山を譲り

受け、銅山経営を開始。座右の銘「運・鈍・根」
にあるように数年で大直利（銅脈）を当て一気に

足尾銅山を繁栄させ、鉱山王と呼ばれた。

田中正造
足尾鉱毒事件に身を捧げる。天保12（1841）

年 ─大正2（1913）年。明治13（1880）年栃木県

議会議員、明治23（1989）年に衆議院議員に当

選、この年の8月に渡良瀬川大洪水がおこり、大
問題になる。翌明治24（1891）年「足尾銅山の
儀につき」を帝国議会ではじめて質問。明治34
（1901）年12月天皇直訴、義人の名を高める。

足尾の公害
「日本の公害の原点」といわれる足尾銅山にお
ける公害は、山本（足尾やその周辺）での煙害と、
渡良瀬川やその下流域での水質汚濁、土壌
汚染である。自然的要因に加え、用材・坑木・
薪炭材需要による森林の大量伐採（6800 ha）、
明治20年松木大火（1100 ha）、亜硫酸ガスな
ど有害物質の大気中放出などにより山林が荒

参考：ふるさと足尾歴史セミナー自主研究会（文）、足尾町
文化財調査委員会（監修）、『足尾銅山百選─産業遺
産保存活用の手引き』、2004年

廃。この煙害は、昭和31年（1956）年自溶製錬

法が導入され、従来に比べ亜硫酸ガスの大幅
な排出削減に成功。水害は、明治14（1881）年

からの急激な産銅量の増加に合わせ、明治１８
（1885）年鮎大量死など漁業への被害から農作

物へと、被害が徐 に々現れるようになり、深刻な
被害が発生したのが、明治23（1890）年の渡良

瀬川大洪水の時だった。渡良瀬川、下流地域
での水質汚濁と土壌汚染は深刻な影響を及

ぼし、大きな社会問題へと発展した。

三養会
足尾銅山生活協同組合三養会。生協の発祥
と言われている。明治41（1908）年に本格活動

を開始し各社宅地域に売店があり、足尾町民
の生活を支えた。現在は通洞売店と渡良瀬売
店の2箇所が営業。

足尾の主要な3つの抗口
足尾では備前楯山から銅を採掘していた。作
業場まで入る主要な坑口は「小滝坑」、「本山
坑」、「通洞坑」の3つ。各坑口周辺には銅山
施設や住居施設があった。現在では通洞坑の
一部が、足尾銅山観光として見学できる。
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写
真
に
つ
い
て
］

こ
の
冊
子
に
掲
載
し
て
い
る
主
な
写
真
は
、現
在
も
足

尾
で
暮
ら
す
伊
東
信
さ
ん︵
95
歳
︶
が
撮
影
し
た
も
の

で
す
。
伊
東
さ
ん
は
、昭
和
18
年
に
鍛
工
と
し
て
古
河

鉱
業
に
入
社
し
た
時
に
、当
時
高
価
だ
っ
た
カ
メ
ラ
を

中
古
で
購
入
し
、戦
後
足
尾
に
戻
っ
て
か
ら
撮
影
活
動

を
本
格
的
に
開
始
。
仕
事
を
し
な
が
ら
、休
日
に
写
真

仲
間
と
松
木
な
ど
の
足
尾
の
あ
ち
こ
ち
を
回
っ
た
り
、

社
宅
や
家
族
の
日
常
を
写
し
な
が
ら
、足
尾
町
の
芸

術
祭
や
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
発
表
し
て
き
ま
し
た
。
写

真
の
裏
に
は
撮
影
日
や
、タ
イ
ト
ル
な
ど
が
メ
モ
さ
れ

て
い
る
お
か
げ
で
、当
時
を
知
る
貴
重
な
手
が
か
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。︵
掲
載
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
メ
モ
よ
り
抜
粋
︶

最
近
は
、お
気
に
入
り
の
柳
の
絵
を
描
い
た
り
、日
記
を

つ
け
る
の
が
日
課
で
す
。


